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編　集　後　記
　★優れた医療人を育成・輩出し、国民の健康寿命の延伸に寄与することは薬学部の使命の１
つです。したがって、薬学教育の充実・発展は領域を問わず、我々、教職員が常に意識して取
り組むべき重要なテーマと認識しております。今号では、薬学教育に関する５本の投稿があり、
各領域における研究活動の成果をご報告頂きました。教育方法の有用性評価には、基礎研究や
臨床研究とは異なる難しさがあり、研究デザインやデータ取得、統計解析、倫理的な配慮など
の側面において、方法上の課題を抱えているように感じております。本誌が議論の場となり、
当該分野の一層の発展に貢献できるよう、編集担当の立場からお手伝いできれば幸いです。
 （森脇）
　★久しぶりの編集委員です。今回が最後のお勤めとなります。リブラには私も、アリストテ
レスの「ニコマコス倫理学研究」（未完）、ダニエル・キャラハンのWhatKindofLifeの研究ノー
ト、18世紀のスコットランド啓蒙期のジョン・グレゴリーの「医師の資格と義務」の翻訳、さ
らに、社会薬学関係の論文や科研関連の報告書など、十数本掲載させてもらって感謝していま
す。ものを書けば必ず不満が残りますし、別の課題も見えてきてars longa,vitabrevisを痛感
します。何とか残り少ない時間に、やり残したことを少しでも片づけたいと思っていますが、
どうなりますか。それはともかく後１年の勤めを全うしたいと思います。 （松家）
　★神戸薬科大学Libra編集委員として今年度から参加させていただき、投稿される先生方の
教育及び研究への熱い思いを受け取るとともに、編集委員会では分野を超えて活発な意見交換
ができましたことを感謝申し上げます。私自身はこれまで著者として参加してまいりました
が、本誌を通じて、学会などで学外の先生方と意見交換をさせていただく機会も増えてきたと
実感しております。また、本誌は様々な専門分野を背景とした先生方が投稿されていることか
ら、分野問わず幅広い知識と視野を養うことができる貴重な機会と考えております。これから
も本誌が先生方のご研究に貢献できるよう、また本誌から多くの情報を発信できるよう努めて
まいりたいと思います。 （児玉）
－ 74 －
★☆編集方針
１．本誌の性格　人文、社会諸科学、語学、数学の幅広い分野において、斬新な問題を提
起している論文、オリジナリティーがありかつ学問的実証にも耐えられ
る論文を掲載し、学問の総合的発展に寄与することを目標とする。旧来
の紀要の枠を越えた年報を目指す。
２．応募資格　　応募資格は本学の専任・非常勤教員に限定する。
３．内　　容　　人文科学、社会科学、語学、数学、社会薬学の分野を対象とする。本学
非常勤の教員は、審査の都合上、英語学・英文学、英語教育、ドイツ文学、
哲学、倫理学、社会薬学、薬学教育の分野に限定する。
４．分類項目　　提出された原稿は「論文」、「翻訳」、「研究ノート」、その他（たとえば「書
評」、「学会報告」など）に分類する。
５．論文の審査　提出された論文はレフェリー（学外者も含む）の査読報告を参考にし、
編集委員会の責任において審査して掲載の可否を決定する。部分的な修
正の上、掲載を認めることもある。
６．原稿提出　　論文投稿は随時、その他「研究ノート」等は毎年９月末日締切
★☆執筆要領（概要）
１．使用言語　　日英独語に限る。
２．論文の枚数
　　　 〔和文〕・400字詰原稿用紙100枚以内
　　　　　　　・ワープロ用紙なら44枚以内（１ページの字数は、横書きで35字×26行、
縦書きで50字×18行）
　　　 〔欧文〕・7000語以内
　　　論文以外の場合は目安を設けない。
※投稿希望者には、別紙の詳しい執筆要領をお渡しします。編集委員会までご連絡下さい。
　（Eメールアドレス：libra@kobepharma-u.ac.jp
－ 75 －
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